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テーマ５：イルミネーションの装飾数を増やしたり、モチーフの
更新を
　　　　　行った。

テーマ６：入賞作品は毎年更新して工場の外壁用を活用し、展示
した。

７.その他の安全安心に関すること

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

株式会社ユアテック郡山営業所

６.防災・環境安全

2

活動事例

保土谷化学工業株式会社郡山工場

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点

新日本電工株式会社郡山工場  非公表

参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

５.防犯
・工場南側歩道に面したフェンスに、街灯及びイルミネーションを装着し、夜間でも明るくした。

・工場入口に防犯カメラを設置し、犯罪の抑止と有事の際の警察への協力に努めた。

・毎年防災訓練を実施し、防災に対して従業員の意識を高めた。

・草刈機の使用について外部講習を受講し、未然に事故を防いでいる。

・火災予防の啓発として、郡山消防本部が毎年行っている「火災予防・住宅用火災警報器絵画・ポスターコンクール」の
入賞作品を工場の外壁を活用し、展示した。

・工場正門の受付にAEDを設置し、近隣の方々にも365日24時間使用してもらえている。

・運行前にチェックシートによる車両の状況把握及び酒気帯びを確認した。

・車両に一時停止及び注意喚起のステッカーを貼付して交通安全の意識強化に努めた。

・ドライブレコーダーを定期的に視聴し運転状況の確認と上長からのアドバイスを実施した。

・交通事故一覧表をもとに事故防止に努めた。

・車両運転時に自己呼称の徹底をした。

・郡山市セーフコミュニティ課による安全講話を受講した。

・VRによる交通事故疑似体験により交通安全意識の高揚を図った。

手話教室を受講し、手話学習を実施。聴覚障がい者の理解や手話の啓発を行っている。

７.その他の安全安心に関すること VRによる労働災害の体感教育を実施し、危険に対する感受性を養い、さらなる安全意識の向上を図った。

４.自殺予防

５.防犯

ストレスチェックを年に１度行い、メンタルヘルス研修による自身のストレス状況の再確認とエゴグラムによる自身の性
格のセルフチェックを行った。

3

１.交通安全

６.防災・環境安全
・年に１度消防避難訓練を実施し、防災グッズの確認を行い緊急時に備えた。

・年に１度車両避難訓練を実施し、止水版の設置や備蓄食料品の確認を行った。

協会、イベントへ参加し、情報を得て、社内に周知展開を行った。

イルミネーションによる

ライトアップで歩道を

明るく安全対策
近隣の方でも使えるAEDの設置

「火災予防・住宅用火災警報器絵画・

ポスターコンクール」入賞作品展示



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

１.交通安全
高齢者が集まる機会や訪問等で交通事故防止のチラシを配布したり、運転免許返納に関する相談対応、高齢者運転免許証
返納推進事業・高齢者健康長寿サポート事業の紹介、手続きの支援を継続して実施した。

日々の保育の中での「ヒヤリハット」を大切にし、職員間での情
報共有を行った。

怪我があった際は、どうすればよかったのか等今後の対策を話し
合い未然防止につなげた。

活動事例

１.交通安全

4 希望ヶ丘こども園

５.防犯

・高齢者世帯、独居高齢者、認知症高齢者やその家族等へ、防犯、消費者被害等についてのチラシを配布し周知啓発を行
うとともに、必要時に消費生活センターや警察との連携を支援した。

・市内高齢者宅に地域包括支援センターをかたる数件の不審電話があったため、不審電話の内容やその対応方法を示した
注意喚起チラシを用いて、詐欺被害の未然防止に係る周知啓発を行った。

・高齢者の安全対策委員会の委員に意見をいただきながらチラシを作成し、各事業所に送付した。

７.その他の安全安心に関すること 主に65歳以上の高齢者の生活、介護、健康、その他の相談支援を継続して実施した。

４月に交通安全教室を行い、道路の歩き方、横断歩道の渡り方、信号の見方等、音楽に合わせて楽しく学んだ。

２.こどもの安全

５.防犯
防犯教室を行い、【イカのおすし】（いかない・のらない・おおきなこえをだす・すぐにげる・しらせる）について学
び、意識を高めた。

６.防災・環境安全
毎月様々な設定のもと、避難訓練を行い非常の際に備えた。また、２月には幼年消防クラブ引継ぎ式を行い５歳児から４
歳児へと引継ぎ、一人ひとりが命の大切さについて学んだ。

３.高齢者の安全

４月に園庭遊具の使い方、室内での過ごし方等、保育教諭から学んだ上で遊んだ。日々の保育の中でも安全な遊ぶ方を繰
り返し伝えた。

5
～
21

・認知症高齢者SOS見守りネットワーク事業協力団体の会員となり、高齢者の日頃の見守り、行方不明になった際の可能
な範囲での発見や保護に協力した。また、認知症高齢者の家族に、SOS見守りネットワークへの事前登録を促すなどの啓
発を継続して実施した。

・高齢者が集まる機会や訪問等で家庭内での事故防止に向けたチラシを配布し、周知啓発を行うとともに、必要に応じて
環境整備の支援を継続して実施した。

・ヘルプカードの作成・配付、デモンストレーション（周知・啓発事業）への協力（高齢者の安全対策委員会との連携）
を行った。

地域包括支援センター（１７か所）

・郡山北部高齢者あんしんセンター（郡山北部地域包括支援センター）
・郡山中央高齢者あんしんセンター（郡山中央地域包括支援センター）
・郡山南部高齢者あんしんセンター（郡山南部地域包括支援センター）
・郡山西部高齢者あんしんセンター（郡山西部地域包括支援センター）
・芳賀・小原田高齢者あんしんセンター（芳賀・小原田地域包括支援センター）
・富田高齢者あんしんセンター（富田地域包括支援センター）
・大槻・逢瀬高齢者あんしんセンター（大槻・逢瀬地域包括支援センター）
・大成・大槻東高齢者あんしんセンター（大成・大槻東地域包括支援センター）
・安積高齢者あんしんセンター（安積地域包括支援センター）
・三穂田高齢者あんしんセンター（三穂田地域包括支援センター）
・片平・喜久田高齢者あんしんセンター（片平・喜久田地域包括支援センター）
・日和田・西田高齢者あんしんセンター（日和田・西田地域包括支援センター）
・富久山高齢者あんしんセンター（富久山地域包括支援センター）
・湖南地区高齢者あんしんセンター（湖南地区地域包括支援センター）
・熱海高齢者あんしんセンター（熱海地域包括支援センター）
・田村高齢者あんしんセンター（田村地域包括支援センター）
・郡山東部・中田高齢者あんしんセンター（郡山東部・中田地域包括支援センター）

なりすまし詐欺に注意のチラシの配布 高齢者の転倒や窒息の事故予防の周知チラシ



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

24 非公表

22
活動事例

23

郡山市管工事協同組合

活動事例

株式会社　み・らいとコンサルティング

３.高齢者の安全

６.防災・環境安全

毎日出勤時にアルコ－ルチェッカ－にて健康状態を確認し、健康管理や安全運転に努めた。１.交通安全

７.その他の安全安心に関すること

２.こどもの安全

認知症高齢者SOS見守りネットワーク事業に参加し、事務所内入口にポスターを掲示し、日頃の見守り、行方不明時の可
能な範囲での協力を行った。

・市の総合防災訓練へ毎年参加している。

・事務所内の出入口からすぐ見える場所へAEDを設置した。

３.高齢者の安全
町内の連合会と町内会と連携をさらに強くし、相互の共助体制を構築し、安心して住み続けられるまちづくりを目指した
会議の開催。

６.防災・環境安全 町内の連合会や町内会と合同で防災訓練を実施した。

通りに面した駐車場フェンスに薫小「こども110番の家」の表示を掲示した。また対応マニュアルを内部回覧し周知し
た。

グループホーム縁寿の園

社用車の鍵に緊急用ホイッスルとLEDライト、緊急脱出用ハンマーを付けて防犯や災害に備えた。

特定非営利活動法人ぴぃかぁぶぅ

25

アルコールチェッカー活用による健康管理・安全運

転対策
緊急用ホイッスルやLEDライト携帯による防犯・災害対策

「こども110番の家」活動に参加、

地域ぐるみのこどもの安全活動に協力 郡山市総合防災訓練への参加



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

・職場の信条に「交通事故の絶無を期する」を掲げている。

・シートベルトチェックを不定期で行った。

・車の使用前後に必ず酒気帯び確認を行った。

・交通安全週間前には全社員に改めての周知を行った。

・車載カメラを全社用車に取り付けた。

４.自殺予防

３.高齢者の安全

従業員及びその家族において日常の悩みや困りごとがないか声かけを行った。

６.防災・環境安全

・輸送の安全運動（事故防止目標）及び年間の事故防止方針として「バック事故防止」「車内事故の防止」「歩行者及び
自転車との接触事故防止」を行った。

・基本動作の再確認、車内事故防止の意識向上・事故撲滅を目的とした「車内事故樸滅キャンペーン」を親会社主催で実
施した。

事務所の従業員にホームセキュリティ会社の防犯ブザーを所持させた。

有限会社グリーンフロント

７.その他の安全安心に関すること 感染症等を防ぐため、社員の体調確認を徹底して行った。

従業員及びその家族へ安全運転や交通法令の遵守を呼びかけた。

７.その他の安全安心に関すること 感染症等を防ぐため、社員の体調確認を徹底して行った。

従業員に安全教育、無事故表彰等を行い、交通事故防止に努め
た。

・防災訓練に併せて備蓄食料品、水や防災グッズの確認を行った。

・年１回、防災訓練を行った。

郡山市認知症高齢者SOS見守りネットワーク連絡会の会員になっており、営業等で外出した際に不明者の発見等の協力を
行った。

６.防災・環境安全 売買、賃貸を問わず、全てのお客様へ郡山市発行のハザードマップを配布した。29

５.防犯

１.交通安全

株式会社福島情報処理センター

26

28

27 株式会社みんなの味方

１.交通安全

福島交通株式会社郡山支社 １.交通安全



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

・法律で定められている点検のほかに、始業点検、週間点検、月間点検を自主的に行い、アトラクション利用の安心安全
確保に努めた。

・ミスト付扇風機や冷風機を設置し、暑さを緩和する対策を実施した。また、熱中症予防のポスター掲示や水分補給等を
アナウンスし、注意を呼び掛けた。

・屋内子どもの遊び場にブルーヒーターを設置し、寒さ対策に努めた。

今年度は、セーフコミュニティ活動の認知度向上を目的としてSNS
を中心とした広報・発信方法の改善に取り組んだ。
これまでの情報提供は活動報告が中心であり、住民にとって関心
を持ちにくい内容となっていたが、投稿内容の見直しを行い、活
動の背景や意義が伝わるストーリー性を意識した発信へと改善し
た。また、タイムリーな情報更新を心がけ、地域の出来事や季節
に合わせた投稿を行うことで、より多くの人の目に留まるよう工
夫した。
これらの取組みにより、発信内容が地域内で共有される機会が増
え、公民館から講座依頼を受けるなど外部からの協働の申出につ
ながった。
広報の改善が、地域との新たなつながりを生み、活動の幅を拡げ
る成果につながった。

・第２層協議体活動に参加し、「通いの場」での健康体操の講師派遣（３回）を行った。

・夏祭りで近隣住民との交流を図った。

・認知症高齢者SOS見守りネットワーク活動へ参加し、見守り活動を行った。

・中央公民館より依頼を受け、二次性骨折予防チームによる中央市民学校講座を開催した。

・郡山地区自衛消防操法大会に参加し、準優勝となった。

６.防災・環境安全

ドリームランド（遊園地）にて、ベビーカー３台を随時無料貸し出しし、利用者サービスに努めた。

５.防犯

31

６.防災・環境安全

１．交通安全

30

２.こどもの安全

３.高齢者の安全

７.その他の安全安心に関すること

３.高齢者の安全

公益財団法人郡山市観光交流振興公社

・来園者の転倒事故を防止するため、外部業者に依頼し、樹木の根っこ等によるアスファルトの浮き上がりを解消した。

・従業員が認知症について正しく理解したうえで認知症サポーターの資格を習得し、必要に応じて応対できるようにし
た。

・ドリームランド（遊園地）及びカルチャーセンター（会議室等）にて、それぞれ車いす２台を随時無料貸し出しし、利
用者サービスに努めた。

・注意を促す掲示物を施設内に設置するほか、施設内見回り時や事務所間移動の際に来園者に積極的に挨拶等の声かけを
実施した。

・警備会社に依頼し、機械警備を設置している。従業員がいない夜間において、緊急時に即時に対応できるように安全確
保に努めた。

・夜間警備も兼ねて、毎日従業員を配置し、園内の巡回等を行った。

・地震等の災害や事故等を想定し、来園者を安心安全に避難誘導するための訓練や命を守るための応急処置等の訓練を実
施した。

・熊等の獣が場内に侵入しないように電気柵を設置している。

公益財団法人湯浅報恩会寿泉堂香久山病院

枯れ木や倒木の恐れのある木々の伐採



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

高齢者SOS見守りネットワークに加入し、行方不明高齢者の情報を社員に共有して見守りに寄与した。

１.交通安全 全社員の通勤車と社用車にLEDデイライトを装置し、対向車からの視認性をよくすることで交通事故の予防をした。

2027年春の新設モール開業に向けた防災計画・環境安全に関する
内容を精査中

仮設営業場所での年２回の消防・防災訓練の実施。

活動事例

６.防災・環境安全

会社敷地内に加え、会社に隣接する県道に向けて防犯カメラを設置していて、防犯及び有事の際、警察に情報提供し協力
している。現場事務所にも防犯カメラを設置している。

自転車の青切符制度など道路交通法の改正等があった際は、朝礼
で情報を共有し、事故防止に努めた。

朝の事務所の掃除のときや社員が外出するときなど、歩道を通行している地域住民の方々と挨拶や会話をした。

６.防災・環境安全
熱中症について社内教育を行った。塩飴、涼感スプレー、スポーツドリンク、瞬間冷却保冷剤、熱中症の応急処置用品な
どを事務所と現場に配置している。

有限会社ワタケン

34

33

柳沼建設株式会社

２.こどもの安全

３.高齢者の安全

５.防犯（こどもの安全）

32

35

渡富建設株式会社

全社員の通勤車と社用車にLEDデイライトを装置し、対向車からの視認性をよくすることで交通事故の予防をした。

自転車の青切符制度など道路交通法の改正等があった際は、朝礼
で情報を共有し、事故防止に努めた。

６.防災・環境安全
熱中症について社内教育を行った。塩飴、涼感スプレー、スポーツドリンク、瞬間冷却保冷剤、熱中症の応急処置用品な
どを事務所と現場に配置している。

３.高齢者の安全

１.交通安全

株式会社日和田ショッピングモール

高齢者SOS見守りネットワークに加入し、行方不明高齢者の情報を社員に共有して見守りに寄与した。３.高齢者の安全

大規模地震を想定した救出訓練



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

37

40

41

活動事例

６.防災・環境安全
社内で市が作成した「わが家の防災ハンドブック」の認知を広め、活用を促すことで各家庭での災害時や防災に役立て
た。

はなさと保育園大町分園 ２.こどもの安全

２.こどもの安全 「こども110番の家」の掲示をして会社周辺の児童の安全の確保及び見守りを意識した。

5月・8月　ビル全体の従業員・園児と火事の想定で避難訓練を実施した。
6月　保護者全員と実際の災害が発生した際の連絡方法、園児の引渡し、ケガの際の対応を連携して行った。
7月　不審者が保育園に来たことを想定した園児誘導や職員の動きを確認しながら、警備会社が来るまでの対応と来てか
らの対応を実践した。
9月　震災によるビル倒壊を想定した駅前までの避難を実施した。地域との連携による避難を想定して、声を掛けながら
の経路確認となった。

株式会社タイセークリーン

39 中町はなさと保育園

・日々「運行指示書」に基づき、産廃車の出発時、帰社時に運転手と対面により、アルコールチェック、体調を確認し
て、運転に支障がないかを判断し、併せて運行予定、運行状況等を確認して、「点呼記録表」に記録した。

・道路交通法の改正に伴う、社内教育をタイムリーに実施した。

１.交通安全

非公表

産廃車にドライブレコーダーを搭載し、運転状況から算出される
総合評価点を把握している。集計後、運転手各位に、確認、現状
把握、周知している。

38

はなさと保育園

５.防犯
・道路に面しているカメラにて常時防犯や歩行者の安全確認などを行った。
・アイラブロード事業に参加し、地域見守りを行った。

株式会社郡山測量設計社

実際に当社社員に来た詐欺メール（社長・会長に成りすました詐
欺メール）を共有し、注意喚起を図ることができた。

非公表

36

３.高齢者の安全 市の作成した「高齢者安全チラシ」を配布活用して、同居世帯などの安全対策につなげた。

三立土建株式会社郡山支店

非公表

こども110番の家登録
社内に春の全国交通安全運

動のポスター掲示 防災ハンドブック
セーフコミュニティパンフレット

及び自転車事故マップによる啓発
高齢者安全のちらしによる啓発 路面側防犯カメラの設置 アイラブロード事業参加



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

２.こどもの安全

株式会社オオバ工務店

５.防犯
・富田交番連絡協議会協賛法人会員に加盟しており、職場や家庭等での防犯、交通安全に対する意識の高揚に努めた。

・配布資料（チラシ）の掲示や社員にメールにて周知し、防犯や交通事故防止の強化を図った。

43

２.こどもの安全 会社正門に、こども110番の家の看板を掲示している。

３.高齢者の安全

４.自殺予防

・福島セーフティチャレンジに参加し、安全運転の意識向上、チャレンジ期間内の無事故無違反を目指した。

・社用車使用前後に必ずアルコール検知器にて確認、社内点検表を用いて車両に異常がないか確認した。

郡山市認知症高齢者SOS見守りネットワーク連絡会に参加し、福島県建設業協会郡山支部よりメールにて送付された行方
不明者情報を社員へ周知した。

毎年１回ストレスチェックを実施し、専門員による結果報告及び改善策等の検討会を実施した。

各工事現場内に防犯カメラを設置し、パソコンやスマートフォンから24時間いつでも映像を確認、犯罪抑止や証拠撮影、
防災対策強化を行った。

６.防災・環境安全

42

１.交通安全

・作業中、移動中、通勤中の交通事故防止について、朝礼で注意喚起をした。

・危険予知活動表を使用し、日々の事故防止につなげた。

・安全大会などを実施し、常に安全への意識を持ちながら作業を行った。株式会社SENYO建設福島支店

１.交通安全

安全大会にて市職員の講話を実施し、協力業者への周知及び参加
事業所登録増進活動を行った。

・小学生の登下校時に交通誘導を実施した。

・小学校周辺のゴミ拾いを実施した。

活動事例

小学校周辺のゴミ拾いの様子



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

46 非公表

2026年４月１日から改正道路交通法が施行されるということで、
社員の理解向上のため、社内全体に呼びかけた。

小中学校付近を走行する際には、十分注意するように従業員に教示した。

・朝、出勤後すぐにアルコールチェッカーを用いて数値を計り、問題ないことを確認して仕事に向かうようにした。ま
た、作業終了後にチェックシートに基づいて点検し、記録を残した。

・安全大会を年に１度しており、従業員の交通安全の意識確認を行った。

２.こどもの安全

47

・所有している全車両にドライブレコーダーを備え付け、リースで借りる車両においては備え付けられているものを優先
的に使用し、一人一人の安全意識を高め交通事故防止に努めた。

・積雪時に事業所前にある道路の側溝の上を除雪し、歩行者や自転車走行時の安全の一助となった。

５.防犯

郡山市認知症高齢者SOS見守りネットワーク連絡会に登録した。

44

45

１.交通安全

株式会社SENYO建設

月に１回、事業所周辺のゴミ拾いのボランティア活動中に地域の見回りをすると共に、地域のご高齢者に声掛けを実施し
た。

活動事例

株式会社　尚楠

森尾興発株式会社

２.こどもの安全 横断歩道の旗振り活動を行った。

３.高齢者の安全

３.高齢者の安全

富田東小学校の子ども110番の家へ登録し、登録証を掲示した。

株式会社堀川環境セキュリティー

１.交通安全

近所の方に声掛けし、お話を伺いながら運動不足解消もかねて

一緒にゴミ拾いのボランティア活動をしました。



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

49

50

事業所屋外に設置している防犯カメラで道路を撮影し、有事の際に備えている。

３.高齢者の安全

１.交通安全 毎日アルコールチェックを実施することにより、飲酒運転の撲滅及び従業員の体調の変化への配慮ができた。

・郡山市認知症高齢者SOS見守りネットワークに登録しており、行方不明者の情報を受けた際には、注意した。

・高齢化が進んでいる地域にあるため、日々の挨拶や困っている高齢者の情報を従業員間で共有している。

１.交通安全
健康診断の結果をもとに、特にダンプの運転手には安全運転管理者が１対１で面談を行い、体調の確認、病院への通院な
どを促し、万全の状態で業務が行えるようにしている。

株式会社　二嘉組

株式会社　新拓

６.防災・環境安全
・熱中症予防として、こまめな休憩、水分補給を行い、全従業員に塩分タブレットの支給を行った。

・各従業員に冷却ペルチェ素子の配布を行った。

５.防犯

高齢者、こどもの見守り等できることを模索していきたい。

株式会社長谷川電気工事 非公表

非公表

安全運転管理者による車両事故の発生状況の事例紹介

ピジョントレーニングの取り入れ

48

51

活動事例

52

株式会社　ＬinＫ

１.交通安全

４.自殺予防

６.防災・環境安全

・出勤、退勤時にアルコール検知器にて確認し安全運転に努めた。

・歩行者優先意識の徹底と思いやり、ゆずり合いの運転を励行した。

簡易ストレス等のメンタルヘルスチェックを実施した。

・業務中の熱中症対策として、飲料水・塩飴等の配布、こまめな休憩を呼び掛けた。

・労働災害ゼロの追及を行った。

壁巣建設株式会社

「セーフティチャレンジ」と「交通事故防止コンクール」の

ポスターを社内に掲示
社内報に「セーフティチャレンジ」や「交通事故防止コンクール」に参加していることを掲載 アルコール検知器を事務所内に設置し、

毎日記録

会社社屋外壁に２台の防犯カメラを設置

事務所内で撮影した動画を確認することができる。



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

55 非公表

７.その他の安全安心に関すること

１日の終わりに車両ごとの安全確認をデータで確認した。

54

毎朝のラジオ体操、体力測定、健康講話等の受講を行い社員の健康増進に努めた。

建設協会から行方不明者の情報がメールであった際は、注意しながら運転をした。

１.交通安全 朝、通勤時の交通事故を防ぐため、交通安全掲示旗を掲げ注意喚起した。

２.こどもの安全

５.防犯

６.防災・環境安全

７.その他の安全安心に関すること

通学時間の車の運転に注意した。

事務所の周辺に防犯カメラを設置した。

地域の草刈り、ごみ拾い、除雪を行った。

黄砂などで汚れたカーブミラーをふき取った。

53 １.交通事故をなくすため、地域のあらゆるところで注意喚起したい。

・ドライブレコーダーを全車に設置した。

・運転前後のアルコールチェック等で安全運転の向上に努めた。

・朝礼で社員に体調の聞き取りを行い、運転に支障がないか確認した。

ダイリ建設株式会社

１.交通安全

３.高齢者の安全

４.自殺予防

６.防災・環境安全

株式会社　新産

行方不明者の情報をもとに、注意しながら運転をした。

・ストレスチェックと健康診断の結果をもとに、相談を行った。

・研修会の内容をまとめ報告し、データとして配布した。

ヘルニアの人にも配慮した健康ストレッチを実施した。

健康診断の結果等をもとに、健康講話を開催した。

・ストレスチェックを行い、結果について保健師に相談した。

・担当社員がメンタルヘルス研修会に参加した。

・現場での事故防止として、声がけを行った。

・講師を招いて転倒予防及び腰痛予防で健康ストレッチ体操を実施した。

・熱中症対策として、現場でドリンク等を配布した。

活動事例

ライフワーク株式会社

３.高齢者の安全 高齢者の方に声かけ（挨拶など）を行った。

アルコールチェック ドライブレコーダー 健康ストレッチ体操 体力測定



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

57

56

見守りネットワークに登録し、捜索依頼が届いた際には社内に掲示し、社員に周知を図った。

防犯カメラを設置し、有事の際には警察へ情報提供できるよう体制を整えた。

毎朝のミーティング時に事故防止、夏は熱中症防止の呼びかけを行った。また、熱中症対策としてポスターを掲示し、指
数計や塩分摂取の食品冷却材を各現場に配置した。

公益土木株式会社

１.交通安全 セーフティーチャレンジに参加し、チャレンジ期間内の無事故・無違反を達成した。

活動事例

・アルコールチェックについて、記録の記入漏れ防止のため
チェック体制の見直しを行った。

・交通安全について、日常的な声がけに加え、週例会議等で具体
的な事例を共有することで安全意識の向上を図った。

清掃活動について、参加率向上のため事前周知を強化し、より多
くの従業員が参加できる体制づくりを行った。

３.高齢者の安全

５.防犯

６.防災・環境安全

社会環境イノベーション株式会社

２.こどもの安全

４.自殺予防

６.防災・環境安全

７.その他の安全安心に関すること

通学路や学校付近を走行する際は、特に運転に注意するよう従業員への声掛けを行った。

従業員に外部相談窓口のホットラインを共有し、第三者機関に通報・相談できる環境を整えている。

・業務中の熱中症対策として塩飴の配布、清掃活動後には飲料の配布を行った。

・こまめな水分補給をアナウンスし注意を促した。

・アイラブロード事業に参加し、定期的に市道の清掃活動を行った。

・商店街のごみ拾いボランティア活動に参加した。

１.交通安全
・業務車両運転前後のアルコールチェックを実施し、チェックシートにて記録を残した。

・交通事故多発地点のチラシを社内に掲示して交通事故防止に日々努めた。

アルコールチェック記録簿 ホットラインの掲示 交通事故多発地点チラシの掲示 清 掃 活 動



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

61

７.その他の安全安心に関すること アイラブロード事業等を通じた道路清掃活動やチラシ、掲示物によるセーフコミュニティ活動の普及啓発を行った。

７.その他の安全安心に関すること

・「POLICEメールふくしま」への登録を全社員に推奨し、交通安全及び防犯意識の向上を図った。

・チラシ配布等を通じて、セーフコミュニティ活動の趣旨や取組内容を紹介し、地域社会における安全、安心の推進に努
めた。

・啓発ポスターの掲示に加え、どんな時に役立つかなどをわかりやすく説明した表示板を設置した。

カシムラ工業有限会社

58 村上設備工業株式会社

１.交通安全

２.こどもの安全

５.防犯

６.防災・環境安全

・出勤時に従業員の健康状態の確認、体温測定及びアルコールチェックを行い、安全運転に支障がないか確認した。

・グループウェアを活用し、社員全員に交通安全に関する回覧・周知を行い、交通安全意識の向上を図った。

現場移動や資材運搬時に小中学生の通学路等を走行する機会があるため、定期的に従業員へ注意喚起を行い、安全運転の
徹底を図った。

・本社、事業所敷地内及び各現場に防犯カメラを設置し、資材盗難や不審者侵入の抑止、有事の際の情報提供に備えた。

・防犯情報の収集、共有を行うことで、従業員の防犯意識の向上を図った。

・ハザードマップを掲示し、水害リスクの確認及び防犯意識の向上に活用した。

・夏季に冷却飲料や塩分補給品を配布するとともに、作業現場へ簡易テントを設置し、休憩場所や日陰を確保した。ま
た、WBGT計測器を活用し暑さ指数を確認し、休憩時間や作業内容を調整することで、熱中症予防に努めた。

59 川音行政書士事務所
４.自殺予防

１.交通安全

・簡易ストレス等のメンタルヘルスをチェックした。

・従業員、その家族において日常の悩みや困りごとがないか声掛けを行った。

・安全運転の推進及び事故防止のため、バックモニターを搭載した車両を導入した。

・社員の安全意識の向上を目的としてシートベルトのチェックを不定期で行った。

・交通安全週間前には全社員に改めて周知を行った。

非公表

７.その他の安全安心に関すること 事務所内にセーフコミュニティのポスターを掲示し、従業員に安全安心の情報共有を行った。

１　安全大会において、トラックや重機の後進時の誘導員の配
置、合図
　確認の徹底を周知し、現場内での接触事故や巻き込み事故の防
止に努
　めた。

７　現場作業開始前に社内チャットで各現場の作業内容、安全注
意事
　項、現場状況写真を共有し、注意喚起コメントを発信、作業前
の危険
　予知と安全意識の向上を図り、安全作業の実施につなげた。

60 株式会社ノウチ工業

２.こどもの安全

３.高齢者の安全

５.防犯

６.防災・環境安全

冬に通学路を除雪し、子供たちが安全に登校できるようにした。

高齢者SOS見守りネットワークに加入し、行方不明高齢者の情報を社員に共有して見守りに寄与した。

防犯カメラを設置している。

・熱中症について社内教育を行った。

・塩飴、涼感スプレー、スポーツドリンク等を事務所と現場に配置している。

１.交通安全
・朝礼時に社員に体調の聞き取りを行い、運転に支障がないかの確認。

・毎朝のアルコールチェックの実施。



№

令和７年度郡山市セーフコミュニティ推進事業所取組状況

 ◎　各事業所が郡山市内で取組んでいるセーフコミュニティ活動のテーマの内容

　　１.交通安全に関すること

　　２.こどもの安全に関すること

　　３.高齢者の安全に関すること

　　４.自殺予防に関すること

　　７.１～６以外の安全安心に関すること

　　５.防犯に関すること

　　６.防災・環境安全に関すること

活動改善点参加登録事業所名 取組テーマ 令和７年度取組状況

２.こどもの安全 交通量の多い交差点において、小・中学生の下校時間にあわせて横断の補助活動を行った。

株式会社マルハン　マルハン郡山店65

株式会社アスフク63 ５.防犯

６.防災・環境安全

・防犯カメラの設置

・事務所セキュリティーの設置

春、秋２回の地域清掃活動を行った。

１.交通安全 朝礼での体調確認、安全運転の呼びかけ。

１.交通安全 交通量の多い交差点において、安全運転ののぼりを立て、ドライバーに向け呼びかけを行った。

64 株式会社小川重工業

１.交通安全

５.防犯

車両を使用する社員に対し、毎朝アルコールチェックを実施した。

本社と各現場に防犯カメラを設置した。

７.その他の安全安心に関すること
事業所内に「セーフコミュニティ情報コーナー」を設置し、定期的に安全に関する情報を掲示、共有することで、従業員
の安全意識を日常的に高めた。

従業員からの「危険箇所投稿ポスト」を設置し、現場の声を反映
した環境整備を行った。

62 誉部株式会社

１.交通安全

５.防犯 事業所敷地内に防犯カメラを３台設置し、犯罪の抑止及び敷地内の安全の確保に努めた。

・朝礼時に社員の健康状態を確認し、安全運転に支障がないかチェックした。

・出勤時にアルコールチェッカーによる検針を行い、飲酒運転の防止及び安全意識の向上に努めた。

６.防災・環境安全 自動体外式除細動器（AED）を導入し、自社工場で作製したAEDBOXへ設置した。

睡眠時間や疲労度のセルフチェックを併用し、過労運転の未然防
止に努めた。

定期的な録画作動点検をルーチン化し、機械の故障等による記録
漏れを防いだ。


